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ス望地域の取リ組み事例＠惨］

いとう漁業協同組合における販路拡大の取り組み
静岡県水産技術研究所普及総括班 班長 御 宿 昭 彦

いとう漁業協同組合は伊豆の代表的な温

泉地の伊東市と熱海市にまたがり， 定置網，

まき網 ， 様受網 ， 刺網 ， 一本釣 ， 採貝藻漁

業等 ， 多種多械な漁獲物 6 ～10千トンが 水

揚げされます。水揚げされる新鮮な魚は ，

地域の鮮魚小売・仲買業者や水産加工業者

と密接に関わり， 重要な観光資源の ーっと

なっています。しかし近年， 全盛期と比べ

プリの漁獲が落ち込み， またサパ榛受け網

漁業の減少と相まって， 漁協経営や地域経

済に大きな影響を与えています。

このような現状を打開 するため， 我々普

及サイドでも支援したいとう漁協の流通 ，

加工 から販売に至る嫌々な取り組みを紹介

したいと思います。まず， 漁協では自営宮

戸定置網の漁獲物単価の向上を目指し， 平

成21年12月から週に 1 回 ， 総量で日0kg を

上限とした県内ス ー パー への直接販売を始

めました。魚の売値は ， 前日やその Bの伊

東市場の最高値 に上乗せした単価で値決め

されました。担当バイヤ ー を先頭に何人も

の人が早朝から浜に来て， 漁獲した魚を大

切に扱うことを漁業者も評価し， 販売は週

2固に培えました。漁業者が静岡市の店舗

に出向いてみると， 鮮魚売 場には宮戸漁港

直送と表示され， 「私遼が獲った魚です」と

いう POP 広告も飾ら れていました（写

真1）。 県内に駿河湾や相模湾がありなが

ら， こ れまで ， そこで獲れた新鮮な魚が静

岡市民には届かなかったようで ， 消費者は

鮮度の良さに驚き， 喜んで寅ってくれてい

ます。

また， 定置網等で獲れた地元の魚を食べ

て知ってもらうため， いとう漁協は ， 平成22
は と ，1

年9月から直営食堂「漁師めしゃ 波魚波」

を開業しました（写真2）。 設備費を抑える

ため， 前身のファミレス施設を活かして作

られています。マ jレソウダやクサヤモロな

どB 頃魚屋で売られない魚でも ， 鮮度がよ

ければ美味しいことを伝えたいというの
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